
蠶の蛹期間の脂肪體及包卵細胞（豫報）

中曾根長男

緒　　　　言

　獄の輔期間に於ける最も顯著なる生理的分化を行ふものは、脂肪艘と生殖細胞及表

皮翅等なり。特に前二者は密接なる關係を有し、其の研究も又興味深きものなり。此

の攣化は雌に於て特に著しく感ぜられる。著習は雌の輔期闇に於けるJj旨肪盟の溝化攣

態、及び包卵細胞の作用を追求し、此庭に記して大方の御批判を乞はんとす。

　包卵細胞に關してはCollklh1（1903）及Murray；Mai’garet．　R（1926）がCt’icl〈etの

amitOt三c　figure及其の分泌作用に就きて記載されたものがある。鐙に於てはIll∫田博士

1911）及高梨氏（1927）の立涙な研究報告がある。町田博士に依れば、該細胞は卿化當

時の卵巣小胞内に既に見られ、共の根源は卵管柄を構成する細胞と同一起原のものな

りと。且つ該細胞は後に養分を分泌し、其の後に卵穀を分泌し、途に頽慶するものな

りと。而して其の養分分泌作用に就きては喉一言せるに止まれり。

　脂肪艘に關しては研究も多く、殊に生殖細胞と密接の關係ある事が明かとなれり。

然れども獄に就きては殆んど見るべきものなし。獄兇は化蜥するに當りて、莫大なる

脂肪分を艘内に撫取し、以て踊期聞の攣態生理を全うナるものである。該膿は雄より

も雌に於て特に多く膿重より見るも遙に多量なるを推知し得。故に共の生理的意義も

重大なるものなり。

材料及方法

材料は192吐町魔乗縛門藥校に於v・て飼育せる諜凱及夏獄種、日一號×支四號、

ロー一一號、及支101號を用ひたり。包卵細胞の材料は三齢より各齢三回圃定を行ぴ、化

輔後は蜘行ひたるも、特に化illirlj・・「－7匠旧のものを多く用ひたり．即ち此の時期は

卵管が最長に達せる時期にして、色々の時期の包卵細胞を見得る最適の時期なり。著

者は此の時期の包卵細胞を卵管プロパー1こ於いて五期に分ち、第一期一儂育初期1一

第二期一（堰殖賜一第三期一騰分分泌期）一第四期一C休止期）一第五期一一一（卵殻分泌期）一

とせり。

　脂肪膿は五齢期より槻察し、毎日固定を行ひ特に化蜥に當りては、午蘭七時一九時

迄の間に化唖歪く絡れるものを秤量し、重量の開き少なきものを取りて、毎日固定解

剖の材料とせり。飼育中は平均23°c，化踊より化蛾迄は23°c．建温器にて瀦度85％に保て
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り。固定剛はブーアン氏液ゴ及カルノアー液を用ひたるがブーアン氏液勝れたり。切

片は5－6u染色にはHeidenhein，s　Jroll　haelllo亡oxylin及E‘）sinを用ひ、時にM

ethylen・blau　’ ySudanlIエの生艦染色を行へり。

實験結果

　A）包卵細胞の分泌作用

　第一一期　極く初期に於ける包卵細胞は、卵細胞間質中に黙々イ罫在するものなれども、

訳第に有縣分裂を行ひて、共の細胞数を噛加す。卵細胞が螢養細胞と旺別し得る頃に　T

は、該細胞は卵細胞に直角｝C位置して、企く包圃するに到り、途に包卵被膜細胞とな

るものなり。細胞は短圓筒歌より次第に長裡を伸長す。核は中心より稻主外方に位す

る時期なり。

　第二期　卵細胞が増大甚だ速にして螢養細胞より盛に螢養物質の流入を見る時期に

して、共の増大の割合は他の各期より最も大なり。苞卵細胞は第一期より甚だしく其

の数を増加し、細胞も共の畏さ短径の約5倍位になり、細胞の周園は濃色に染色され、

核は一端に偏して、全く充實して見ゆるに至る。帥ち此の時期は脂肪艦の溶解著しき

時期なるを以て、恐らく該細胞は共の溶解域分を揖取して、細胞及核内を充實せしむ

るものならん。

　第三期　然るに卵細胞が壌ブ（著しく、爲めに螢養細胞の養分次第に減少し、其の容

積は甚だしく縮少さるSに至れば、包卵細胞は卵細胞を保護する傍ら、次第に短小し、

核は中央部に移動し、其の大いさも膨大となり、不規則なる型、卯ち無綜分裂を行浦・

が如き型となるものあり。共の閥、核の後端外方に黒；1々粒1伏塊を増し來る。此の頃に

至れば棲の前方・崖防卵細胞に衝せる方va於いては、核質より極めて・J・粒状の物質が

流れ幽して卵細胞に達し居る歌を見得。此れ恐らく螢養細胞の補助として該細胞が脂

肪質或は脂肪質より墾成せる或る物質を補ひて卵細胞の瀞養成熟を杢からしめんとす

るものならん。

　第四期分泌作用が次第に衰へ逮に核よりの流出が止みし如く見ゆるに至れば、細

胞及核内は充竃を欠き、細胞内には多くの察胞状のものを見得。綿胞は縮小して略正

方形に見ゆるに至る。

第五期卵細色の充實更に進み、鱗細胞よりの養分流入垂く止謂tば鰯喉膜細

胞は逮に卵細胞のξ径周を被ふと同蒔に、核は前方に移動して、不規期なる型歌を示す

に至れば、核細胞よりは卵殻の分泌を始む。細胞質は次第に粗となり核の後方外部に

塞胞及粒歌物を多く見得るに至る。

　第六期　卵穀が完成せば卵細胞は次第に卵管柄に降下移動を始むるものなれども、



第一號〕　　　　　　　　　獄の蝋期間の脂肪膿及包卵細胞（豫報）　　　　　　　　　　　73

包卵被膜細胞は卵管プロ・？e・一一と卵管柄との境界部にて脱せられ、此虞に集積して塊歌

となり、膨大部を成すに至る。該細胞は卵細胞よ！　ISIrせらるsと同時に紬胞の容積を

縮少し、細胞膜は次第に見分け難きに蚕り、細胞質及核質は均等質の物質にて充され

たる如くなり、i次第に縮小退化し行くものなり。

　B）脂肪艦の消化攣態

　澱輔に於ける脂肪胆は大部分腹部に存在するものにして、殊に生殖器關の存在せる

場所に於て密集するものなり。

　熟鑓當特に於ては該髄は、絹綜腺及消食管以外の察所を充し居るのみなるも、化輔

と同時に絹綜腺の浩失、消食管の退化により℃腹腔全艘に充満するに至る。脂肪細胞

は一細胞より増殖し、脂肪膿となりて存し、獄兇に於いては主に掌歌又ぱ葉歌となり

て五に・淳絡し、細胞も大型にして充實して居る。然るに上籏螢繭するに及んで、脂肪

艘は攣化し來り、化輔に及んで各細胞は丸味を帯び來り細胞内の脂肪球及内容が減少

し來りて共の代りに室胞を生するに至る。此の時期が所謂血液の滋流現象の最も盛な

る時にして脂肪膿は釜≧溶出され、外観雲歌の集合となりて存す。此の歌態は化踊2

－6日同頃最も著しく特に化踊3－4日同に於て然りとす。細胞は少しく披大して見

るときは、全く脂肪球の集合の如く見へ、且つ各球は次第に脂肪艘を溶離するものな

1。而て他方包卵細胞に於いては最も増殖の盛なる時期なり。此の時期を過ぐると早

きは、化蜥4－5日目頃より内容を溶出し縮少せる脂肪膿は次第に築合型より海綿

欺に密築し、此れより1－2日にして樹伎歌に分岐せる脂肪艦を見得るに至る。此の聞、

脂肪物質は次第に1割1斗を績け居る故に，釜よ共の容積を減じ細胞内には盛胞を充し、

核も又甚だ小さし。此の時期を維過すると（化蜥7日同以后）脂肪膿は極めて減少

して只縣状となりて卵管柄氣管枝等にll付着するを見るに至り、途に化蛾に至るものな

b。

総　　　1　括

　以上の實瞼結果より踊1明聞に於ける莫大なる脂肪膿が如何に1衛化されるものなる

か、叉該艘が欠くべからざる卵細胞の養分給與機關挺るを知り得。化踊四口自頃は蜥

期間に於ける種々なる生理的鍵化の最も著しき口寺期なり。換雷すれば蝋期間中の新閾こ

代謝機能の最大の時期なり。脂肪膿は血液の逆流現象の盛なる時最も溶解速かなるも

のにして生殖器官共他諸器官の新成の速かなる時期にして、卵管の磯達及包卵細胞の

虐増殖も最大に藩す。叉包卵細胞の内容物の分布伏態、椴の行動よりして該細胞が外部

より或る成分を吸牧し、而して他方に於いて分泌作用を行ふ慕は明に認め得。此の事

よりして血液の逆流現蟹は、脂肪膿消化が註三限なる事も推知し得。而して此の分泌物
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は卵細胞が麟養細胞より揖取せる養分に封して、或る中和作用を行ふか、或は他の酵

素の類のものならん。かく馨養細胞を有する卵細胞に、包卵細胞が分泌作用をなすこ

とは興味深き事なり。叉蝋艘内の脂肪膿の多少によりで、次代に於ける慧兇等の性欣

も推知し得るものなり。　　　　　　　　　　tt

摘　　　　要

　　　　1）鐡卵の獲育中に於て包卵被膜細胞は二回に渡り分泌作用を行ふものにて、第一一・一

　　　回はエンチームか、文は脂肪髄の攣成物にして、第二回目は卵穀なり。

　　　　2）分泌の時期鉢第一回は卵細胞の螢養細胞の油耗著しく行はれたる後にして、化

　　　踊六日目頃より卵殻分泌の少しく前迄なり。第二回の卵殻分泌の時期は卵の全く増大

　　　せる時期イヒ踊七日目以後なり。

　　　3）脂肪膿ぱ或る酵素の作用等に依りて化輔四日国頃に於て殆んど溶解され、醤養

　　物質として他の諸器宮の赫成に樽換さる。

　　　4）脂肪膿は外親上籏後より次第に攣形し掌歌、・雲朕、海綿歌及樹枝状となり途

　　に綜歌となりて退化す。

　　　の　脂肪細胞は婦期の進むに從ひ、内容粗となり丸味を帯び來り、化蝋四日目乃至

　　六日目頃は脂肪球及多数の塞胞にて充さる。細胞核は著しく小となる。

　　　6）卵細胞の増大’1’るに反し脂肪膿は盆よ消化縮少し退化す。
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高梨亮次郎：一，27酸蛾の卵管内に於ける包卵被膜にオ元てo大日本露継曾報娼0號

田中義麿：一，2・3翻艘解剖學講i義上魅
　　　〃　　　　：一，19　翻の生理講i話

外山亀大鄭　：一，10　獄種論

中曾根長男　：一，27　震の卵管の顎蓬と膨大部、上田羅紡恵門廉校校友曾維誌第十四號

横　i工1　：忠，　左燈　：一，27　家慧の背”永管鼓蚕の逆行の原因に關する研究（豫報）動吻學牽岱誌第三十プし
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　附圖説明
第一圖　ん包卵細胞第一期より第二期に入リナこる當初のもので、卵細胞怨園みて被膜細胞とな

　　　　　　v）　tころもの。－820X　n卵細胞ua，榮養細胞fc包卵細∬包

　　　　B．第二期　糟殖期の包卵劒胞　一S20×fc包卵細胞　y卵黄粒

　　　　C．　第三三期　　瞥養分泌！vs　　－820×

　　　　D・第四期　螢養分泌の休」Lされれろ包卵細胞　820×fll包卵紬胞核

　　　　E．第五期　卵鍛分泌期　一S20Xeo卵穀
　　　　F．　　野口穀分泌終り退イヒ劃匿みtこる包項日系lll月創　　一600　x

　　　　G．「1．　卵より脱ぜられて退化進み細胞膜の認められなくなりしもの　一600x

　　　　I，牝蜥6－7日目卵帯最畏に達ぜる時の模型圖　A（第…期）よりE（第五姫】）に至ろ。

　　　　　　0。t．　（工9N管柄ブより

第二圓　L　五齢獄免の脂肪細胞　S20×　n繍胞核　fa脂肪球

　　　　II．鞍繭中の脂肪繍胞　S20×

　　　III，　IV，　V．　VI・化蠣后五日目迄の脂肪系剛包の簗i化為示す、820×　sp内容溶出の跡

　　　VIL脂肪細胞再び回復し來りれるもの　820×

　　　VII∫．化蝋8日后の脂肪細胞が其の型等な回復し卵菅に附着し居ろ者　S20×

　　　FA．醸免の脂肪髄　3CO×　Fお・轡繭巾の脂肪騰　300×

　　　P1　P，コP：｝P4脂肪膿分化の推移な示ず・Plは化蜥2－4日目P・dt蛾飴完成ぜる時の脂肪

　　　　　　骨豊　　300×　tr一氣菅

　　　P1A　に無染色無切片の脂肪膿秘仕蜘3日目に300Xに披大ぜるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和四年十月十一一日受理）


